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煖
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煖
房
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埴
し

て
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室
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汽
罐
室
あ
り

て

燃
料
の

焚
燒
に

よ

り
て

蒸
氣
を
發
生
し

ビ

ル

デ
ィ

ン

グ

の

地

階
中
よ

り
七

本
の

鐡

管
に

依
り
て

各
方
面
に

配
布
せ

ら
る

而
し

て

階
上
九
階
に

至
る

迄
は

垂

直
に

各
窒
の

一

つ

置
き
位
に

上

り
て

頂
上
に

注
し

各
階
床
面
は

垂
直

管
よ

り
分
岐
し

て

各
室

の

ラ

デ
ィ

ヱ

ー

タ

ー

に

至
る

ラ

デ
ィ

ヱ

ー

タ

ー

を
出
た

る

蒸

氣
は

徑
の

少
し

く
小
な
る

鐡
管
即
蒸
氣
供
給

管
と

並
行
に

取
り
付

け
あ
る
レ

ク

ー

ン

パ

イ

プ

に

て

地

下
室
に

戻
り
蒸
氛
は
冷
却
し

て

湯
と

な
り

汽
礁
室
の
一

隅
に

設
雄
せ

る

直
徑
約
二

尺

長
さ

六

七

尺
の

鐵
タ

ン

ク

に

入
る

此

の

湯
水

貯

槽
に

は

二

臺
の

電
動
セ

ン

ト

リ

フ
ユ
ー

ガ
ル

式
の

ヴ
ァ

キ
ュ
ー

ム

ボ

ン

プ

あ
り
て

タ

ン

ク

中
の

水

面
上

昂
し
て
一

定
の

位
置
に

逹

す
れ
ば

タ

ン

ク

内
に

在
る

浮
標
の

作
用

に

依
り

電
氣
ス

ウ
虫

ッ

チ

が

自
働
的
に

働
き

喞
筒
を
運
轉
し
て

汽
罐
に

給
水
す

る

如
く
設

備
し

あ
り

　
各
室
の

ラ

デ
ィ

ヱ

ー

タ

ー

に

邊
ら

る
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蒸
氣
の

壓
力
は
亭
均
四
封
度
に

し
て

ラ

デ
ィ

エ

ー

タ

ー

よ

り

熱
を
放
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し

蒸

氣
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却
し
て

湯
と

な
リ
レ

タ

ー
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イ

プ

を
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て
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せ

ら

れ

汽

罐
に

邊
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込
ま
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も
の

に

し
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常
に

循
環
す
る

如
く
設
計
廿．
ら
る

れ
ど

も
多
少

蒸

氣
の

漏
洩
よ

り
叉

は

温
水
其
の

も
の

」

損
失
あ
る

爲
め
一

日

約

＝
乱

方

米
水

道
の

水
を
補
充
す
る

を
常
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す
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れ

が

爲
め
に
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別
の

給
水
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あ
り
て

水

道
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を
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罐
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給
水

す
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如
く
裝
置
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あ

り
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大
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毎
朝
一

囘

補

給
す
れ
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な
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が
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、
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ァ

キ
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眞
室
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喞
筒
の

水
壓
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設
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州
ケ

ワ

昌

i
ボ

イ

ラ

ー

會
杜
製
の

移
動
焔
管
式
第
四

二

〇

番
型

と

稱
す
る

物
に

し

て

火
床
に

は

前
面

左
右
に

各
二

本
宛

の

把
柄
あ
り

て

之
に

依
り
左

右
別
々

に

交
互
に

扇
型
の

鑄
鐡
片
の
｝

列
つ

Ψ

を
時
に

動

作
せ

し
め

以

て

燃
茨
を
除
落
す
る

機
構
を
有
し
圓

筒
下

牟
火
斥
の

先

方
に

徑
三

吋
坐

−

の

鐵

管
四
九
本
あ
り
て

汽
罐
の

後
端
に

至
り
之
よ

り

上
方
に

あ
る

同
大
同
數
の

鐵

管
内
を
通

り
て

前
面
の

煙
道
に

通
す
る
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の

と

す

　
　
　

汽
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の
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火
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五。
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吠

　
丸
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右
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汽
罐
六

台
あ
り
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二

台
を
豫
備
と

し

四
臺
を
常
用
す
る

方
針
な
る

も
目
下

改
修
補
張
工

事
中
な
る

爲
め

三
薹
常
用
す
る

状
態
に

あ
0

　
ラ

デ
ィ

ヱ

ー

タ

ー

（

放
熟
器）

1
米

國
ホ

ル

ブ

ル
ッ

ク

メ

ル

リ

ル
・

ヱ

ン

ド
・
ス

テ
ッ

ト

ソ

ン

愈
粃
製
二

柱
式
並
に

三

柱
式
（

二

六

吋

i
三
八

叶
）

と

壁

型

と

を
使
用
す

放
熱
器
の

放
熱
面

積
と

蜜
内
の

容

積
と

の

關
係
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左
の
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し
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即
ち
建
築
物
の

採
温
蜜
容

積
四

、

九
六

〇
，

九
四

〇
立
方
呎

に

對
し

放
熱
器
は

荒

四
、

三

六

九
甼

方
呎
の

放
熱
面

を
有
し

丸
ビ

ル

内
各
室

を
甼
均
約

華
氏
七

〇
度
に

暖

め
居
る

も
の

起
し
て

建
物
容

積
｝

立
方
呎
に

對
し

倣
熱
恆
積
の

割
合
は

次
の

如
し

　
　
　
　

　
　
　

含
雛

羅
−

g
。
一

。
 
 

壽
遍

彗
盞
爵
舞

　
左
に

煖
房
使
用
熟
量
の

概
算
法

を
も
略
述
し

て

參
考
に

供
せ
ん

　
汽
罐
に

於
て

蒸
氣
壓
五

封
度
（
一

亭
方
吋
當
）

を
保
つ

と
せ

ぱ

汽
罐
室
よ

り
の

距
離
遠
き
に

從
ひ

て

放

熟
器
に

於
け
る

蒸
氣

壓
力
は

減

少
し

其
温
度
は

低

下

す
る

は

明
か

な
る

事
な

り

故
に

嚴
格
に
論
す
る

に

於
て

は

各
放
熟
に

於

け
る

壓
力
叉

は

温
度
を
測

定
せ

ざ
れ
ば

正

確
な
る

値
を

得
る

事
能
は

ざ
れ

ど

も
今

之
等
の

温
度
低
下
を
も
假
想
し

て

各
室
に
於
け
る

放
散
熱
量
（

所
要
熱

量
）

を
概
算
す
れ
ば

次
の

如
し

　
　
　
　

　
　
　
　
　

洋
雲
帥

凵

§
（

計

−

鮪
、

）
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弓
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丶

畢

　
　
　
　

　
　
　

虚
斗
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臥

凵

韓
嚢
目

煎
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棚
昌
漏
）

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

夢

口

鸚
歟
臨
渇
（

騾
ご
O

犀
癬
丶

棚
辭
冒

費
卩

渉
＾

卜。
博

Q。

。

調
）

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

黛

”

骭
2

鰲
覗

慈
刈
O

。

句

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
（

団

覊
石

渺
＾

糠
塾
嬉
』
、

巨

鏐゚
Q。

。

聞
）

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　

q
π

醇
講
瘋
蝉

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　

q
 

露
再

黙
θ
登
讎

が

O
轡

曽
O

＾

贈
黷
轡

翼
碧

き
伴

叫

　
　
　
　

　
　
　
　
「

蔦
渇
　
つoo
。

耳
霽
饕
輩
　
　
q
冂

一’
 
O

　
　
　
　

　
　
　
　
Σ

　

旨
　
団

 

尋
　
　
≒

　
　

q1
ー

デ

9

　
　
　
　

　
　
　
・
聽
　
睡
r

（

」

冖

重
ー

諮
）

　
　

q
“

一゜
刈

　
　
　
　

例

oD
　
地

　
階
　
一

號
室
（

容
積
七

二
、

七
〇
〇
立
方
呎
）

　
壁

型

放
熟
器
（

放
熟
面

積
五

＝
二

雫

方
呎
）

　
　
　
　

建

礬

陣

冂

一・
刈

×

蟄
。。

×

（

b。
ゆ

Q。

ー

日

O
）
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凌
O
る

8
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ご

丶
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一

四

　
　
　
　
鰊
評

塙

麒

ー

酔
嶄

昂
曝
O

鉾
潔
帥

　
　
　
　
　
　
　
　

華
綣

−

謾
切
日
【

薫

 

一

階

＝
五

號
室

蓉
積
六
、

四

五

〇

立
方
呎
）

二

六

叶
放
熟
器

（

放
熟
面

積
九
六

準
方
呎
）

　
　
　
　

購
嚢
陣

“

ド
吻

×

8X

（

卜。

旨

1
『

e
ロ

に

ド
の

OO

ロd
已

q
丶

器

　
　
　
　

糠

嘉
甲
監
轟
蕣
謡

に

譱
 

−

聾
．
。

剴
時

。丶
毒

尚
　
二

　
階
　
（

數
字
前
出
）

　
　
　
　

鉢
嚢
帥

　
ド
α

α

×

 
一

闘
。。°
。。

。。

×

一

語

H
一

狐
O

ジ
OOO

尉．
門

ミ
艱

　
　
　
　

嵩
霓
馨

よ
罷
 
 

・

ゆ
¢

轟
門
尸

く

認

 
　
三
，

四、
五

、

六
、

七

階
甼

均
（

數
字
前
出
）

　
　
　
　

鉢
諮
離

H
一．
ヨ

×

9
◎。

お゚
Q。

Q。

×

一

ミ

H
一

u

こ。

。。

ρ
OOO

しd
哩

ミ
羃

　
　
　
　

占
嶄

轟
。

一、
鰕
籠

串
−

ド
駆

・。

じコ
肖

d

蒸

佝

　
全
　
階

甼
　
均

　
　
　
　

崢
黍
陣

ロ

μ響
呂

×

鰹堵
。。

 

O°
爵

×
（

隧
Ol

蝿

O
）

ロ

お》
⇔

 

ρ
OOO

羈、
門

q
丶

尋

　
　
　
　

臨
堯
譬

日

爨
譱

−

憎・
笥

虧

舅
鬥

¢

蠢

　

右
の

例
に

依
て

見
れ

ば
室

内
容
積
「

立

方
呎
當
り

毎

時
二
・
○
ー

三
・

天
BTU

の

熟

最
を
要
す

，

換
言
せ
ぱ
毎
時
平
均
二
．

五
BTU

内
外
の

熟
量
を
絶

え

す
供
給
せ

ぱ
窒
内
温
度
を
雫
均

華
氏
七
〇
度
を
保
つ

事
を

得
る

な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

煖

房

用

燃

料

　

燃
料
は

極
力
無
煙
な
ら
し

む
る

爲

め
に

煉
炭
、

コ

ー

ク

ス

、

無

煙
炭
等
を
使
用
す

る

を

常
と

す
現
今
は

塊
炭
を
用

ひ

毎
朝
焚
き
着
け
時
に

は

瓦

斯
コ

ー

ク

ス

を
加
へ

其
後
は

時
に

少
量
の

石

炭
を
コ

ー

ク

ス

に

混
用
し
コ

ー

ク

ス

の

火
を
維
持
せ

し
む
る

方
法
を
探
用
す
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左
に

大
正

＝
一
年
一

、

　
　

汽
罐
使
用
時
間
は

　
　
　
　
　
　
　
　

燃

料

　
　
　

燃

　
料
　
別

　
　

煉

　
　
　

燥

　
　

瓦

斯
コ

ー

ク

ス

　
　

牧
出
コ

ー

ク
ス

　
　

無

　
煙

　

炭

　
　
　

合

　
　

計

　
　
　
一

日

平

均

二

月

中
の

使
用
歌
態
を
擧
ぐ
れ
ば

　 　 　 　 　 の
月
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二

月
巾・
は
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二

六・
九
曲四
闇…

一
一
　

月

　

中

　

八

九・
五

屯

一
冖
＝
・
五
〃
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〇
・
○
〃

　
　
　
○
〃

二

二
　一
．
O
〃

　

七
・
九
〃

煖
房
室

内
容

積
「

立
方
呎
當
毎

時
平
均
所
要
燃
料

　
　
一

・

中

　

讖
鑿
群゚

−

．

8
。
、

・。

・。

羆
轟

　
　
二

・

中

　

醜

雛

齷
薹

−

g

§
ゆ

“
・

母

　
　

平

均
一

立
方
呎

當
り

　

　
　
　
　

　
　
　
　

n

ρ
O
⇔

露
お
α

蹴

羆
滅．
罵

使
用

燃
料
は

薤
の

如
く
石
炭
と

瓦

斯

〒
ク

・

と

毳
用
の

現
況
に

あ
る

塾
然
無
煙
た
ら
し
め

ん
と

す

る

に

は
．

，，
・

。

の

み

接
る

を
可
と

す
る

も
汽
罐
火
床
の

櫞
造
上

響
な
る

通

風
を
維
持
す
る

・

と

難
く
爲
め

に

了
ク

颪
燒
を
行
は

ん

と

せ

ば
焚

燒
を

靉
す

る

事

困

讐
し

て

時
と

し

て

は

加

熟
不
足
の

爲
め

蠢
の

發

集
充

分
と

な
る

事
あ
り

爲
め

に

石

炭
を

堕

〒
ク

ス

火
床
上
に

斐
す
る

を
要
す

其
の

石

炭
の

量
は
コ

ー

ク

。

と

殆
ど

同
．

皇

に

し
て

決
し

て

少

書
り

皇
ひ

得
す

嬰
黒
き
煤
煙
を

欝
す
る

は

之
が

爲
め

な

り

叉
．

｝
ス

に

代
ふ

る

に

無
煙
炭
を

使
刑

せ

ん

と

の

議
も
あ
り
し

が

無
煙
炭
は
コ

ー

ク

ス

に

比
し

更
に

然
燒
困
難
な
る

あ
り

故
に

將
來
丸

ビ

ル

の

煖
房
用

燃
料
は

重
油

燃
燒
式
を
採
用
せ

ん

と

考
慮
し

つ

」

あ
り
と
聞
く

　

汽

罐
の

火
斥
に

少
し
く
改
艮
を
加
へ

煙

道
の

餘
熟
を
利
用

し

て

熟
風
を
用

ゆ

る

の

方
法
叉

は

石

炭
低
温
乾
餾
の

孚
骸
炭
を
用
ひ

る

が

如
き
は

生
炭
の

使
用

を
廢
し
瓦

斯
コ

ー

ク

ス

と

の

混
用

も
亦
可

能
に

し

て

煤
煙
問
題
を
解
決
し

得
べ

し

と

思

惟
す
牛
骸
炭
は

瓦

斯
コ

ー

ク

ス

に

比

し
揮
發
分
含
量
多
き
が

故
に

汽

罐
火

床
上
の

燃
燒
も
良
好
な
る
べ

く

從
つ

て

其
の

使
用

量
も
減
少
し

て

經

濟
的
に

煖
房
を
實
施
し
得
る

に

は

非
ら
ざ
る

か

液
髏

燃
料
の

補
給
と

關

聯
し
て

此

等
の

點
は
徇
進
ん

で

愼
重
な
る

研
究
を
要
す
べ

き
も
の

な

り
と

信
す
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